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オ
イ
ス
カ
活
動
ご
支
援
へ
の
お
礼 

オ
イ
ス
カ
は
昨
年
度
、
創
立
６
０
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
に

お
世
話
に
な
り
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

オ
イ
ス
カ
の
会
員
が
、
ま
だ
指
で
数
え
ら

れ
る
時
代
の
こ
と
を
思
う
と
夢
の
よ
う
な
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
草
創
期
を
体
験
し
た
私
に

と
り
ま
し
て
は
、
存
続
す
る
こ
と
が
恩
返
し
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ

ー
が
創
立
さ
れ
た
７
年
後
の
１
９
７
５
年
（
昭

和
５
０
年
）
イ
ン
ド
シ
ア
難
民
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ

オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
社
会
主
義
体
制
へ
の
移

行
に
よ
り
、
経
済
活
動
が
制
限
さ
れ
た
り
、

迫
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
っ
た
り
し
て
、
社

会
主
義
体
制
に
不
安
を
感
じ
る
人
々
が
国
外

脱
出
し
、
当
時
は
ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
小
さ
な
船
に
乗
り
命
が
け
で
の

脱
出
で
し
た
。
日
本
に
は
１
万
５
千
人
が
来

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

オ
イ
ス
カ
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ラ
オ
ス
難
民
を
１
０
名
ほ
ど
受
け
入
れ
ま
し

た
。
西
尾
研
修
セ
ン
タ
ー
移
転
の
直
前
で
あ

り
、
和
室
で
正
座
し
て
食
事
を
と
り
ま
し
た
。

難
民
は
ま
と
も
な
食
事
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。 

 
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
を
受
け
入
れ
ま
し
た

が
、
２
年
の
研
修
を
終
わ
っ
て
も
、
帰
国
は
出

来
な
か
っ
た
の
で
、
特
別
な
計
ら
い
で
就
職
す

る
こ
と
に
な
り
安
城
市
に
あ
り
ま
し
た
松
谷

鉄
工
（
株
）
に
１
０
年
近
く
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。 

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

愛
知
県
支
部
事
務
局
長 

村
松
明 

４
セ
ン
タ
ー
サ
ミ
ッ
ト
開
催 

 

１
月
２
８
日
、
西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
市
）
を
会
場
に
、
国
内
４
支
部
・研
修
セ
ン
タ
ー
の
会

長
・
所
長
が
一
堂
に
会
し
、
「
第
３
回
オ
イ
ス
カ
支
援
連
携
サ
ミ
ッ
ト
」（セ
ン
タ
ー
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

セ
ン
タ
ー
サ
ミ
ッ
ト
は
、
光
岡
保
之
愛
知
県
支
部
会
長
が
財
団
理
事
会
で
提
案
さ
れ
、
本
部
主
催

事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
「研
修
生
Ｏ
Ｂ
と
の
連
携
」
が
議
題
と
さ
れ
、
活
発
な

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
訪
日
し
た
研
修
生
は
５
０
０
０
名
を
超
え
て
お
り
、
各
国
各
地
で

Ｏ
Ｂ
が
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
中
心
に
様
々
な
場
面
で
活
躍
の
場
を
広
げ
て

い
る
Ｏ
Ｂ
と
連
携
を
強
化
し
、
社
会
課
題
の
解
決
に
向
け 

た
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
く
た
め
の
諸
課
題
と
対
策
が 

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
後
半
で
は
Ｏ
Ｂ
研
修
生
の
好
事
例
発
表
会
が
あ
り
、 

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
モ
ン
ゴ
ル
の
Ｏ
Ｂ
が
招
聘
さ
れ
、
１
５
０
名
の 

会
員
・
地
域
の
皆
様
に
活
動
報
告
を
聴
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

サ
ミ
ッ
ト
は
、
オ
イ
ス
カ
本
部
と
研
修
を
預
か
る
４
拠
点 

の
責
任
者
が
集
ま
り
、
課
題
や
取
り
組
み
を
共
有
し
、
オ
イ 

ス
カ
と
し
て
の
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り 

ま
し
た
。 

 

次
回
は
、
四
国
支
部
・四
国
セ
ン
タ
ー
が
主
管
し
、
開
催 

さ
れ
る
予
定
で
す
。  

 
 

小
杉 

裕
一
郎
（筆
） 

 

    

 

 

 

樋
泉
理
事
を
招
い
て
講
演
会
開
催 

 

２
月
１
７
日
（
金
）
夜
、
愛
知
県
立
大
学
名
誉
教
授
で
オ
イ
ス
カ
理
事 

の
樋
泉
克
夫
先
生
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
国 

お
よ
び
ア
ジ
ア
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
樋
泉
先
生
よ
り
、
約
１
時
間 

半
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

先
生
の
お
話
で
中
国
建
国
当
時
の
１
９
５
０
年
代
か
ら
、
今
の
中
国 

の
進
ん
で
い
る
道
は
、
全
く
ブ
レ
が
な
く
、
ゆ
っ
く
り
着
実
に
進
ん
で 

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
中
国
の
高
速
鉄
道
が
ア
ジ
ア
の
バ
ン
コ
ク 

に
つ
な
が
り
、
そ
の
先
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
つ
な
が
り
、
巨
大
な
中
国 

経
済
圏
が
で
き
る
の
だ
そ
う
で
す
。
本
講
演
会
は
３
０
名
を
超
え
る 

会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
大
好
評
で
し
た
。
今
回
で
樋
泉
先
生
の 

講
演
は
２
回
目
で
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
知
識
を
得
る
た
め
に
、
次
年 

度
も
第
三
弾
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オ
イ
ス
カ
豊
田
推
進
協
議
会
幹
事 

水
野 

宏
幸
（筆
） 

 

豊
田
推
進
協
議
会
幹
事
長 

水
野
宏
幸 

 

    

 

 

多くの方にご参加いただきました 
センターサミットの様子 



 

 

                             

                             

                             

                             

 

中部電力と共催 

第 11回 フォレスターズスクール開催 
 

 2月 4日（土）、中部電力様の共催によりフォ 

レスターズスクールを開催しました。「森林保 

全・育成」をテーマに関心のある青年を主た 

る参加者とし、理論だけでない実践的な取り 

組みを通して、森林の現状や解決に向けた 

取り組みを紹介する「人材育成」事業です。 

今回で 11 回目。コロナ対策で定員を最小

限に抑えて募集をし、16 名の青年・市民の皆

様にご参加いただきました。前半は、指導林

家で奥三河推協の後藤斎先生に「森林の働

きと間伐の必要性」についての講義をいただ

きました。後半にちゅうでんフォレスターの皆

様のご指導で 3 班に分かれて間伐実習を行

いました。参加いただいた皆様には、本研修

を機会に、環境保全、森林保全に関わる契

機となるよう期待したいと思います。 

         小杉 裕一郎（筆） 

 

 
 

      

タイ出張報告  

2月 7日（火）～2月 13日（月）タイのスリン県、ラノーン県に出張しました。現

在、ラノーン県では外務省の日本 NGO連携無償資金協力(N 連)の支援で環境

保全、ゴミ問題改善、収入向上のプロジェクトを行っております。ラノーン県では

2000 年からマングローブの植林をしており、現在は立派なマングローブ林となっ

ています。そのマングローブを生かして、マングローブティーやマングローブ石鹸

を生産しています。オイスカタイランドと地域住民の方が寄り添い、村の為に皆

が協力して活動している様子に大変感動いたしました。ラノーン県の N 連プロジ

ェクトは 3年だけでありますが、これまでオイスカが取り組んできたことが今回のプ

ロジェクトに繋がっている事が実感でき、日頃、オイスカ活動を支援してくださっ

ている会員様のありがたみを再確認しました。今後もご支援どうぞよろしくお願い

いたします。 

中村 仁美筆 

      
 

知立市福祉健康まつり参加 
 

1 月 29 日（日）知立市福祉健康

まつりに参加し、「手話 de マルシェ」

に出店してきました。オイスカ卵や

手作りクッキーなどを販売しました。 

「手話 deマルシェ」は買い物を手

話や筆談を体験し、学ぶというテー

マがあり、技能実習生、スタッフも筆

談や簡単な手話を使ってコミュニケ

ーションを取り、初めての体験となり

とても刺激的な楽しい一日でした。 

中村 仁美筆 

 
バザーのお手伝いお疲れ様でした 

 

     西日本出張報告    

 

1月 26日（木）～2月 17日（金）まで 

西日本に研修に行ってきました。すごい 

たくさん勉強になりました。豊田先生は色 

んな農業の事について講義をしてくださ 

いました。例えば、トマトの接ぎ木の方法 

や、梅、桃の剪定方法、シイタケの栽培 

方法、土づくりをどのように研修生に講義 

するかを教えてもらいました。それから、 

いろんなところを見学しました。勉強して 

きたことを中部センターでも生かします。 

レニ筆 

 

 

 

      令和 4 年度 SOMPO ラーニング生修了 

寺田栞菜（愛知学院大学大学院 1年生） 

オイスカでは、農作業や食堂の手伝い、

技能実習生への日本語指導を行いました。 

私は農業や調理については初心者である

ため、はじめて行う作業ばかりでした。特に農

作業はどれも思った以上に体力を使うもの

で、普段食べている野菜はたくさんの人の努

力と苦労があって私たちの食卓に届いている

ことを実感しました。 

また、私が専攻として学んでいる日本語教

育ですが、実際に研修生とやりとりをすると言

いたいことが伝わらない場面が多くありまし

た。その時にどのように伝えるかを実践にお

いて学べたことは、大きな収穫です。 

このように、この 8 か月で学んだことは人と

関わる大切さです。まずラーニング制度に参

加したことでオイスカの方々に出会うことがで

き、農業や食堂の手伝いや日本語指導を経

験することができました。そして、そこで研修

生や技能生、以前のインターン生と出会うこ

とができました。私にとってこのつながりは今

後も大切にしたい貴重なものです。 

加々美薫 （大同大学 2年） 

オイスカ中部では、農業のスタッフや日本

語の先生、デスクワークを行いました。日本

語教育や農業を通して、自身に内在する当

たり前は外に出ると途端に当たり前ではなく

なることが多いことに気づきました。 

 丁寧でわかりやすい言葉とされているのは

表現を遠回しにしていることが多く、外国人

には分かりにくいということを全然理解できて

いなかった。外国人にとってわかりやすい日

本語というのは、基本的に丁寧語のみで構

成される文章であると体感しました。 

 これらから、自分の当たり前は他者にとっ

て当たり前ではないことがあることに気づき、

自分が少しでも疑問に思ったことは丁寧に

追求することが大切だと気づきました。これ

は他の経験ではなかなか得られないものだ

と考えており、自身の成長を実感しました。 

  



 

 

 

  
 
 

 

                           

                             

                             

                             

 

 

 

 

               

 

       

 

１・２月研修生の活動   グレゴリー（筆） 

高橋農園けんがく 

 

 

にんじんのたねまき 

 

 

 

うえつけの準備 

 

 

 

ダイコンのたねまき 

 

 

 

 

EM を作っています 

 

 

技能実習生修了式 
１月２１日(土)、トヨタファームのパインさんと滋賀

ダイハツ㈱のシャズワンさん、１月２８日(土)は中王

食肉㈱のシンディさん、ジュリアンさん、ヤスキ建

設㈱のハキムさん、㈲ワイルドグースのザイニさん

の技能実習修了式がそれぞれありました。 

会社の代表者も参加され、緊張した面持ちなが

らも堂々と修了証を受け取り、日本での思い出や

帰国後のプランをスピーチしました。 

中王食肉の２名は特定技能、トヨタファームのパ

インさんは別のところで実習を行うため引き続き日

本に残っています。残りの３名はマレーシアに帰国

し、夢に向かって歩み始めます。３年間の技能実

習本当にお疲れ様でした。               

  安東 幸太郎（筆） 

 

  

 

 

バザーもやりました 

 

 

 

技能実習修了式 

後の集合写真 

1 月 21 日(上) 

1 月 28 日(下) 

冬募金報告 
昨年からオイスカ全体で取り組んでおります「夏募金・冬募金」運動

ですが、目的としては、自由度の高い資金の獲得と、会員さんだけで

はなく、支援者・一般の方々（潜在的寄付者）に国際協力活動に対す

る関心を高め、参加を促していくことを目的として実施しています。実

際には、賛同してご協力してくださる階層は圧倒的に、会員の皆様で

す。これを、会員さんから新しく支援してくださる階層へ広げていきた

いと考えております。 

全体の募金協力者総数は、473 名。募金総額は、789万 3602 円にも

なりました。 

愛知県支部での冬募金の取り組みですが、会員の皆様のご理解と

ご協力で、募金件数・募金額とも全国 1 位になりました。愛知県支部

では 70 件、1,916,269 円もの浄財が集まりました。丹羽推協からは 60

万円もの募金を寄せてくださった法人会員様がありました。募金活動

へのご賛同ご協力をいただきました会員の皆様に心から感謝・御礼を

申し上げます。ありがとうございました！！ 

       小杉 裕一郎（筆） 

大阪マラソン参加 
大阪マラソンにチャリティーランナーとして参加致しました。 

昨年は残念ながら中止となり 2年ぶりの開催となりました。 

オイスカ豊田推進協議会から鈴木英之様、速水奏様オイスカ中部

センターから筑田明生、筑田夏菜子の合計 4名が参加致しました。 

昨年も沢山のご寄付を頂きましたが、今年も合計４０，２３６円のご寄付

を頂きました。 

皆様のご声援を頂き参加出来ました事を御礼申し上げます。   

            筑田明生（筆） 

 

 



 

 
                            

                             

                      
 

 
 

      

              
 

新
入
会
（
個
人
） 

千
田
一
光(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

藤
井
真
寿
美(

豊
田
市) 

 

鈴
本
昌
秋(

豊
田
市) 

 

株
式
会
社 

デ
ィ
ラ
イ
ト
建
設 

(

豊
田
市) 

 

神
野
悦
太
郎(

名
古
屋
市) 

鳥
居
忠
良(

安
城
市) 

 

川
原
洋
子(

み
よ
し
市) 

後
藤
勇
太(

み
よ
し
市) 

深
津
貴
弘(

安
城
市) 

 

太
田
勝(

安
城
市) 

 

近
藤
啓
子(

岡
崎
市) 

 

 

寄
付
金 

菅
沼
一
成(

日
進
市) 
 

後
藤
里
惠
子(

豊
田
市) 

近
藤
博
子(

知
立
市) 

 

浅
丘
自
動
車
整
備 

株
式
会
社 

(

碧
南
市) 

 

森
藤
左
ェ
門(

名
古
屋
市) 

ス
タ
ー
ラ
イ
フ 

株
式
会
社(

み
よ
し
市) 

村
松
明(

西
尾
市) 

 

土
居
峻(

名
古
屋
市) 

山
旺
建
設 

株
式
会
社(

西
尾
市) 

辻
村
工
業 

株
式
会
社(

西
尾
市) 

渡
辺
省
三(

岡
崎
市) 

辻
村
義
之(

西
尾
市) 

鳥
居
忠
良(

安
城
市) 

鈴
木
泰
寛(

西
尾
市) 

株
式
会
社 

エ
ム
ア
イ
シ
ー
グ
ル
ー
プ(

西
尾
市) 

 

更
新
会
員
名
簿
（７
６
９
／
８
２
０
） 

安
城
（７
２
／
７
１
）有
限
会
社 

か
ね
と
み
、
今
井

隆
喜
、
奥
谷
光
明
、
沓
名
正
夫
、
三
浦
一
光
、
山

本 

允
、
近
藤
正
俊
、
杉
浦 

保
、
ス
ギ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス 

株
式
会
社 

岡
崎
（２
６
／
２
９
）新
海
正
春
、
明
保
澄
雄 

尾
張
一
宮
（３
／
５
）HA

R
SO

N
O
 

蒲
郡
（
９
／
９
）
有
限
会
社 
山
本
、
飛
田
常
年
、

有
限
会
社 

香
ノ
木
商
事
、
株
式
会
社 B

.A
.N

 

刈
谷
（
３
７
／
４
０
）
稲
垣
賢
治
、
伊
藤
直
樹
、
外

山
鉱
一
、
神
野
公
秀
、
株
式
会
社 
伊
藤
宝
石

店
、
若
杉
里
子 

豊
田
（２
０
０
／
２
２
９
）
下
田
竜
馬
、
山
田
宏
之
、

野
中
慎
吾
、
株
式
会
社 

コ
ス
モ
、
永
田
岳
志
、
鈴

木
英
之
、
深
津
由
子
、
樋
泉
克
夫
、
髙
木
禎
宜
、

え
す
ず 

株
式
会
社
、
中
村
仁
美
、
藤
井
真
寿
美
、

鈴
本
昌
秋
、
株
式
会
社 

デ
ィ
ラ
イ
ト
建
設 

名
古
屋
（
５
９
／
７
０
）
株
式
会
社 

豊
田
自
動
織

機
、NT

T

都
市
開
発
株
式
会
社 

東
海
支
店
、
神

野
春
光
、
名
港
海
運 

株
式
会
社
、
神
野
悦
太

郎
、
ウ
ー
マ
ン
ス
タ
ッ
フ 

株
式
会
社 

名
古
屋
北
（３
０
／
２
１
）
長
縄
裕
一
、
ベ
ル
ウ
ッ
ド

防
水
、
株
式
会
社 

en
ab

le

、
株
式
会
社 

ア
ヴ
ァ

ン
セ 

丹
羽
（６
１
／
６
０
）キ
ュ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

株

式
会
社
、
株
式
会
社 

柳
風
水
野
商
店 

西
尾
（３
２
／
３
５
）や
ま
と
旅
館
、
有
限
会
社 

小

笠
原
牧
場
、
株
式
会
社 

メ
ー
ギ
マ
チ
ッ
ク 

碧
南
高
浜
（
５
０
／
５
８
）
中
村
さ
と
子
、
杉
浦
孝

成
、
ク
ロ
ダ
イ
ト
工
業 

株
式
会
社
、
伊
藤
正
幸
、

山
中
従
天
医
館
、
松
井
勝
彦
、
鳥
居
寛
英
、
沓
名 

宏
、
森
田
英
治
、
川
角
年
比
古
、
株
式
会
社 

ク
リ

ー
ン
商
事
、
岩
月 

裕 

み
よ
し
（３
９
／
４
１
）近
藤
公
治 

セ
ン
タ
ー
（
３
２
／
４
６
）
宗
像
ジ
ュ
イ
エ
、
松
本
尚

人
、Recen

tes R
h
en

e Jarm
in

 

（一
月
末
ま
で
の
入
金
を
掲
載
） 

 

 

寄
付
金 

鈴
木
大
崇(

丹
羽
郡
扶
桑
町) 

沢
田
美
智
子(

名
古
屋
市) 

門
池
千
尋(

豊
田
市) 

廣
瀬
秀
子(

岡
崎
市) 

樋
泉
克
夫(

所
沢
市) 

神
野
春
光(

名
古
屋
市) 

浅
野
奈
々
穂(

相
模
原
市) 

株
式
会
社 

天
狗
堂(

豊
田
市) 

奥
田
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

淺
野
機
械
工
業
所(

豊
田
市) 

太
啓
建
設 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

大
豊
工
業 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

日
本
ガ
イ
シ 

株
式
会
社(

名
古
屋
市) 

明
興
産
業 

株
式
会
社(

知
多
郡
東
浦
町) 

和
合
精
機 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

ト
ヨ
タ
紡
織 

株
式
会
社(

刈
谷
市) 

西
尾
自
動
車
学
校(

岡
崎
市) 

日
本
ガ
ス
ケ
ッ
ト 

株
式
会
社(

豊
田
市) 

東
豊
工
業 
株
式
会
社(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

メ
イ
ダ
イ(

豊
田
市) 

え
す
ず 

株
式
会
社 

(
豊
田
市) 

 

渡
会
一
昭(

田
原
市) 

小
杉
裕
一
郎(

豊
田
市) 

清
水
孝
紀(

豊
田
市) 

豊
田
市
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ (

音
楽)(
豊
田
市) 

森
川
史
恵(

広
島
市) 

服
部
俊
美(

豊
田
市) 

C
K

D
 

株
式
会
社(

小
牧
市) 

内
藤
欣
憲(

豊
橋
市) 

清
水
孝
江(

豊
田
市) 

四
日
市
電
機 

株
式
会
社(

四
日
市
市) 

鈴
木
康
栄(

豊
田
市) 

小
幡
鋹
伸(

豊
田
市) 

髙
山
亜
美(

東
京
都
青
梅
市) 

 

株
式
会
社 

三
好
製
作
所(

み
よ
し
市) 

小
杉
ラ
ス
マ
リ
ア(

豊
田
市) 

 

株
式
会
社 en

ab
le 

(

名
古
屋
市) 

神
山
忠
憲(

知
立
市) 

 

 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

沼
田
昭
雄(

名
古
屋
市) 

倉
橋
靖
俊(

豊
田
市) 

 

安
成
工
業 

株
式
会
社(

安
城
市) 

中
神
千
治(

豊
田
市) 

 

原
田
立
朗(

豊
田
市) 

 

小
杉
辰
雄(

豊
田
市) 

 

株
式
会
社 

豊
田
自
動
織
機(

刈
谷
市) 

 

書
き
損
じ
は
が
き 

村
上
典
子(

江
南
市) 

 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
愛
知
県
第62

団(

豊
田
市) 

福
田
香
緒
里(

豊
田
市) 

酒
向
淳
治(

豊
田
市) 

 

  

寄
付
品 

梅
村
清
春(

豊
田
市) 

 

佐
藤
鋹
弘(

豊
田
市) 

 

ト
ヨ
タ
フ
ァ
ー
ム(

豊
田
市) 

 

吉
田
畜
産(

田
原
市) 

 

竹
中
造
園
土
木
株
式
会
社(

碧
南
市) 

 

門
池
千
尋(

豊
田
市) 

 

梅
村
清
春(

豊
田
市) 

 

中
神
千
治(

豊
田
市) 

 

近
藤
將
喬(

豊
田
市) 

 

内
藤
欣
憲(

豊
橋
市) 

 

大
嶋
雅
樹(

豊
田
市) 

 

 

新
入
会
（
法
人
） 

ベ
ル
ウ
ッ
ド
防
水(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 
ア
ヴ
ァ
ン
セ(

名
古
屋
市) 

株
式
会
社 

Y
M

D
(

津
島
市) 

  

ベ
ル
マ
ー
ク 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
愛
知
県
第62

団(

豊
田
市) 

株
式
会
社 

豊
田
自
動
織
機(
刈
谷
市) 

 

 

 

豊田自動織機さんから

大量のインクカートリッジ

とベルマークを寄贈いた

だきました 


